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今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平

成
22
年
度
の
一
般
会
計
及
び
７
特

別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
で
の
審
査

　
議
会
は
、
９
月
12
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
10
名
か
ら
な
る
平
成
22

年
度
鎌
倉
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
以
下

「
特
別
委
員
会
」
と
い
う
）
を
設

置
し
、
以
後
４
日
間
に
わ
た
り
、

付
託
さ
れ
た
８
議
案
に
つ
い
て
、

予
算
審
査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘

事
項
の
反
映
状
況
、
第
３
次
鎌
倉

市
総
合
計
画
第
２
期
基
本
計
画
中

期
実
施
計
画
の
諸
施
策
の
遂
行
状

況
な
ど
を
中
心
に
、
担
当
部
課
へ

の
質
疑
と
と
も
に
、
重
要
課
題
に

つ
い
て
は
市
長
に
た
だ
す
な
ど
、

詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
・
採
決

　
９
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
及
び

結
果
が
報
告
さ
れ
、
決
算
議
案
に

対
し
、
次
の
４
つ
の
意
見
が
付
さ

れ
ま
し
た
。

○
防
災
力
・
消
防
力
の
さ
ら
な
る

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の

消
防
団
充
実
に
向
け
、
一
層
の
支

援
を
行
う
こ
と
。

○
実
施
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
小
児
医
療
費
の
助
成
の
拡
大

に
つ
い
て
、
財
政
状
況
等
を
勘
案

し
、
そ
の
方
向
性
の
堅
持
に
努
め

る
こ
と
。

○
地
域
福
祉
の
仕
組
み
を
広
げ
、

共
助
の
町
鎌
倉
の
推
進
に
向
け
た

体
制
構
築
に
努
め
る
こ
と
。

○
小
町
通
り
電
線
共
同
溝
設
置
等

委
託
事
業
に
つ
い
て
支
障
物
件
に

関
す
る
調
査
を
速
や
か
に
行
い
結

か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
暴
力
団
排
除
条
例

　
本
市
で
の
暴
力
団
排
除
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
平
成
24
年
１
月
１

日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
大
船
駅
西
口
交
通
広
場
条

例　
大
船
駅
西
口
整
備
事
業
に
よ
り

建
設
さ
れ
た
複
合
施
設
の
う
ち
、

大
船
駅
西
口
交
通
広
場
を
構
成
す

る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
歩
行
者
用

通
路
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
施

行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例

　
大
船
駅
西
口
整
備
事
業
の
実
施

に
伴
い
建
設
さ
れ
た
自
転
車
等
駐

車
場
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
及
び
導
入
ま
で
の
間
、

市
直
営
に
よ
る
開
設
を
行
う
た

め
、
そ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し

て
一
月
を
超
え
な
い
範
囲
に
お
い

て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
管
理
及
び
指
定
管

理
者
の
指
定
に
関
す
る
規
定
に
つ

い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
図
書
館
振
興
基
金
条
例

　
鎌
倉
市
図
書
館
が
百
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
郷
土

資
料
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
資

料
の
収
集
、
保
存
及
び
保
管
並
び

に
図
書
館
設
備
の
充
実
等
、
図
書

館
事
業
の
振
興
の
財
源
に
充
て
る

た
め
の
基
金
を
設
置
し
、
そ
の
管

理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
付
託
を
受
け
た
文
教
常
任
委
員

会
で
は
、
審
査
に
お
い
て
次
の
と

お
り
附
帯
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

「
本
条
例
の
制
定
に
当
た
り
、
同

基
金
を
運
用
す
る
際
に
は
、
こ
の

条
例
の
意
図
す
る
本
市
の
貴
重
な

郷
土
資
料
の
収
集
、
保
存
・
保
管

等
の
充
実
と
い
う
目
的
に
か
な
う

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、

適
正
に
運
用
す
べ
き
で
あ
る
。
条

例
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
必
要

な
事
項
を
明
確
に
し
、
別
に
定
め

る
べ
き
で
あ
る
。
更
に
、
図
書
館

事
業
は
行
政
の
予
算
に
よ
っ
て
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
原
則
で
あ

り
、
同
基
金
を
市
民
の
寄
付
金
の

み
で
運
用
し
て
い
く
こ
と
に
は
限

界
が
あ
る
。
今
後
、
寄
付
金
の
推

移
を
見
な
が
ら
将
来
的
に
は
一
般

財
源
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
視
野
に

入
れ
た
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
」

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
特
定
土
地
利
用
に
お
け
る

手
続
及
び
基
準
等
に
関
す
る
条
例

　
墓
地
、
動
物
霊
園
及
び
コ
イ
ン

パ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
土
地
そ
の
も

の
の
利
用
を
主
た
る
構
成
要
素
と

す
る
土
地
利
用
行
為
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
法
等
の
手
続
や
基

準
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
こ

れ
ま
で
指
導
要
綱
に
よ
り
規
制
指

導
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

実
効
性
を
高
め
適
正
な
土
地
利
用

を
確
保
す
る
た
め
条
例
化
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
計
画
的
な
土
地
利
用
と
市
民
参

画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
の
施

行
状
況
の
検
証
、
検
討
を
踏
ま
え

た
上
で
、
市
民
、
事
業
者
及
び
市

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一

層
充
実
さ
せ
る
よ
う
、
条
例
の
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
、
章

の
入
れ
替
え
等
を
行
う
こ
と
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
の
全
部
を

改
正
し
、
新
た
に
制
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
平
成
24
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
災
害
弱
者
用
備
蓄
品
の
購
入
等

に
係
る
経
費
、
寺
分
保
育
園
民
営

化
に
係
る
引
き
継
ぎ
保
育
委
託

料
、
名
越
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長

寿
命
化
計
画
策
定
委
託
に
係
る
経

費
、
玉
縄
中
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
費
及
び
図
書
館
基
金
創
設
に

伴
う
寄
附
金
等
積
立
金
な
ど
を
追

加
し
て
、
小
町
通
り
電
線
地
中
化

に
伴
う
景
観
舗
装
工
事
費
及
び
大

船
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
整
備

事
業
に
伴
う
経
費
な
ど
を
減
額
す

る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も

１
億
６
４
８
０
万
円
を
減
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
５
６
７
億
70
万

円
と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
腰
越
保
育
園
耐
震
改
修
工
事
の

設
計
業
務
委
託
に
係
る
経
費
と
し

て
歳
入
歳
出
い
ず
れ
も
３
７
０
万

円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
補
正
後

の
総
額
は
５
６
７
億
４
４
０
万
円

と
な
り
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
30

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。条

例
の
制
定

鎌
倉
市
公
正
な
職
務
の
執
行
の
確

保
等
に
関
す
る
条
例

　
こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
市
民
等

か
ら
の
要
望
、
提
案
、
意
見
な
ど

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取

り
扱
い
基
準
が
な
か
っ
た
た
め
、

要
望
等
に
対
し
て
、
職
員
が
と
る

べ
き
措
置
及
び
そ
の
記
録
等
の
手

続
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日

　
東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
日

本
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
負
い
ま

し
た
。
加
え
て
、
台
風
12
号
に
よ

り
西
日
本
を
中
心
に
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
被
害

に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
、
政
府
の
中
央
防
災
会
議

の
専
門
調
査
会
に
お
い
て
「
津
波

発
生
か
ら
５
分
以
内
に
避
難
で
き

る
町
に
す
べ
き
」
と
い
う
提
言
が

な
さ
れ
る
こ
と
や
東
大
地
震
研
究

所
は
「
今
後
30
年
間
、
首
都
圏
で

直
下
型
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が

98
％
に
な
る
」
と
予
測
し
て
い
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
に
し
て
鎌
倉
市
民
の

生
命
・
財
産
を
守
る
か
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
分
担
を
ど
の
よ
う

に
す
べ
き
か
な
ど
、
災
害
対
策
が

喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
議

員
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
自
問

自
答
す
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

�

（
飯
野　
眞
毅
）

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
長
嶋
　
竜
弘

　
副
委
員
長
　
西
岡
　
幸
子

　
委
　
　
員
　
飯
野
　
眞
毅

　
委
　
　
員
　
久
坂
く
に
え

　
委
　
　
員
　
渡
邊
昌
一
郎

　
委
　
　
員
　
小
田
嶋
敏
浩

　
委
　
　
員
　
太
田
　
治
代

編
集
後
記

平
成
22
年
度
決
算
を
審
査

決算等審査特別委員会の審査風景

果
を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
所
有
者
の
調
査
も
実
施
し
、

判
明
し
た
際
は
し
か
る
べ
き
対
応

を
図
る
こ
と
。
同
時
に
、
各
職
員

の
業
務
内
容
及
び
そ
の
進
捗
状
況

の
共
有
を
行
い
、
職
場
全
体
で
業

務
を
進
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
。

　
そ
の
後
、
６
会
派
か
ら
討
論
と

し
て
決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の

意
見
が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
を
少
数
の
賛
成
に

よ
り
不
認
定
、
一
般
会
計
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決

算
を
多
数
の
賛
成
に
よ
り
認
定
、

大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事

業
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
老
人

保
健
医
療
事
業
、
公
共
用
地
先
行

取
得
事
業
及
び
介
護
保
険
事
業
特

別
会
計
決
算
を
総
員
の
賛
成
に
よ

り
認
定
し
ま
し
た
。

委 員 長 前　川　綾　子 
（鎌倉みらい）

副委員長 赤　松　正　博 
（日本共産党鎌倉市議会議員団）

委 員

西　岡　幸　子 
（公明党鎌倉市議会議員団）
飯　野　眞　毅 

（民主党鎌倉市議会議員団）
久　坂　くにえ

（かがやく鎌倉を創る会）
渡　邊　昌一郎

（鎌倉みらい）
小田嶋　敏　浩

（日本共産党鎌倉市議会議員団）
安　川　健　人

（鎌倉無所属の会）
三　宅　真　里 

（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
太　田　治　代 

（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）

決算等審査特別委員会委員

副
市
長
の
選
任

　
次
の
方
を
鎌
倉
市
副
市
長
に
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
で

は
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

大
谷
　
雅
実
氏�

（
常
盤
在
住
）

　
平
成
23
年
５
月
１
日
に
国
土
交

通
省
職
員
か
ら
鎌
倉
市
職
員
と
な

り
、
本
市
の
政
策
創
造
担
当
担
当

部
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
23
年
10
月
１
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

公
平
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に

よ
る
後
任
者
と
し
て
、
引
き
続
き

次
の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
で
は
総
員
で
同
意
し
ま

し
た
。

堀
内
　
俊
一
氏�

（
雪
ノ
下
在
住
）

　
任
期
は
、
平
成
23
年
10
月
29
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

http://www.city.kamakura.
kanagawa.jp/gikai/index.html

本会議・委員会映像
 公開中です！

鎌倉市議会ホームページはこちら！

または、 鎌倉市議会 検索

　鎌倉市議会のホーム
ページから、本会議及び
各常任委員会等の生中
継、録画映像を見ること
ができます。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
を
不
認
定

議決された
主な議案
議決された
主な議案


